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１
自己評価 学校関係者評価

評価日 評価日

評価者・組織
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえた)

自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

・個別の包括支
援プランにもと
づく教育実践

・個別の包括支援プラン
の更新状況

・「わかる，でき
る」授業の実践

・ユニット会議，研修会実
施状況
・できますシート活用状況
・できます授業研究会の
実施状況

・キャリアアップ
教育の推進

・できますシート活用状況
・できます授業研究会の
実施状況
・「情報バンク」の活用状
況

・指導力の向上
・参観日の保護者アン
ケート
・授業改善，工夫の状況

⇒ ⇒

・高等部の教育
課程　～施行か
ら本格運用へ
～

・参観日の保護者アン
ケート
・授業改善，工夫の状況

・芸術活動の充
実

・創作活動に関するユニッ
ト数，授業数
・児童生徒の作品数
・作品展などへの出展数

・交流及び共同
学習の推進

・交流及び共同学習の実
施回数
・交流先学校の児童生徒
の障害理解の変化

・「障害種」，
「学校」，「学校
種」の３つの場
を超えることを
目指した取組を
推進

・障害種を超えたユニット
数
・校外学習で地域に出か
ける数
・交流及び共同学習の状
況

・　「できます授業研究会」
を通して，子どもの課題が
明確になり，より適切な支
援・手だてが行われるよう
になり，授業改善が図ら
れている。これまで以上
に，できる子どもの姿が見
受けられるようになってき
た。
・各学部において，ケース
会議やユニット担当者会
議が充実してきている。

・　「情報バンク」を活用す
ることにより，児童生徒の
育ちやこれまでの指導支
援を踏まえた指導の充実
やより有効な情報の伝達
が期待できる。

・高等部の教育課程を変
更し，今年度から本格運
用を行っている。
・芸術活動や創作的な活
動に取り組むユニットが各
学部で数ユニット，設定さ
れており，さまざまな場面
で創作活動に取り組んで
いる。また，今年度，英国
ロイヤルバレエ団に来校
していただいてダンス指導
を受けた。また，玄関前
ギャラリーの拡大を図っ
た。
・交流及び共同学習の推
進のため，小・中学部の
児童生徒数名を研究対象
として選び，毎月１回程
度，担任引率のもと，交流
及び共同学習を実施して
おり，「交流及び共同学習
PJ」において，方向性を検
討しながら取組を進めて
いる。

平成２８年度　学校評価実施報告書
学校名(　　西総合支援学校　)

　１回目評価

・できますシートを活用し
た「できます授業研究会」
は重ねることで，授業改善
が図られ，人的支援に頼
らない「質の高い支援」が
できるようになりつつあ
る。これらの情報を「情報
バンク」に入力し活用する
ことで，これまでの育ちの
過程を踏まえて，さらに授
業改善を図り，子どもの
「できる」を育んでいきた
い。
・情報の移行について，ど
の時期にどのような情報
を伝える必要があるの
か，「情報バンク」の情報
をいつ伝達すると効果的
であるかの検討を行いた
い。

・高等部の新しい教育課
程の運用について，学部
でさらに話し合いを深め，
よりよい教育課程運用を
行いたい。

・今後，さらに校外の作品
展に出展する機会を増や
したい。

・「交流及び共同学習PJ」
において，交流及び共同
学習の取組の成果と課題
を整理し，「学校種」を超
える取組のあり方につい
て検討する。

障害のある子どもたちが
豊かに暮らせる「双方向
の援助による新たな地
域」についてさまざまなご
意見をいただいた。
・近所の人が「ここには，
こういう方がおられる」と
知っていることが大事。地
域の住民に総合支援学校
の子どものことや取組を
もっと知ってもらう必要が
ある。総合支援学校で学
んだことを地域で発表す
る場があることも大切であ
る。総合支援学校の強み
を生かし，地域ともっとつ
ながっていけるのではな
いか。
・人が集まり住みたいと思
えるような地域づくりを
行っていくことが大切では
ないか。そういう地域づく
りに，障害のある人たちへ
のサポートが強みになる
と思う。
・居住地校交流で，地域
の子ども達が，うちの子ど
もの良いところやできるよ
うになったことを認め，積
極的に関わってくれ，とて
もうれしかった。このような
居住地校交流が活発に行
われる地域であればうれ
しいと思う。

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

確
か
な
学
力

　子どもの「できる」を育むた
め，校内での授業実践だけ
でなく，家庭や地域にも学習
の場を広げ，どんな場面でも
子ども達の「できる」姿が発
揮できる授業実践を進めて
いる。障害のある子どもを
「地域に生きる一人の生活
者」として捉え，双方向の援
助による，豊かで幸せに生き
ることのできる新たな地域の
創造を目指した取組であり，
障害のある人が積極的に参
加・貢献していくことができる
共生社会の形成に向けたイ
ンクルーシブ教育システム構
築の取組である。学校や地
域において，たくさんの“ひ
と”，様々な“もの”，いろいろ
な“こと”に自ら積極的にかか
わり，より自分らしく，より生
き生きと過ごせる子どもを育
て，障害のある子どもの継続
的なキャリアアップを図りた
いと考えている。
　そのため本校では，総合養
護学校に再編して以来，「障
害種」，「学校」，「学校種」の
３つの場を超えることを目指
した取組を推進してきた。昨
年度の地域制総合支援学校
の４校合同研究発表会の総
括において，「３つの場を超え
る取組の検証が不十分では
ないか」という反省が挙げら
れた。そこで，今年度の本校
の研究において，「障害種」，
「学校」，「学校種」の３つの
場を超える取組が，現在の教
育実践の中でどの程度達成
できているのかを検証する。

・昨年度に引き続き，「で
きますシート」を中核に据
え，1年間の継続的な授業
研究会（できます授業研
究会）を，年間３６回実施
予定であり，できますシー
ト活用により導き出された
「質の高い情報（できる限
り人的支援に頼らず「～
（手だて）があれば…でき
る」という情報）」を，個別
の包括支援プランの作成
や更新に役立てていきた
い。
・「情報バンク」に関して
は，全児童生徒分のデー
タを入力した。今年度は，
できます授業研究会にお
いて，「情報バンク」を活
用し，情報バンクの情報
が授業づくりや様々な場
面での児童生徒の「でき
る」を発揮することについ
て有効であったかどうか
の検証を随時行う。
・参観日の保護者アン
ケートでも，概ね，「授業
のねらいは明確である」，
「適切な支援が行われて
いる」という評価をいただ
いている。
・教育課程委員会の小委
員会として「交流及び共同
学習ＰＪ」を発足した。３つ
の場を超える教育の取組
の一つである，「学校種を
超える」について，交流及
び共同学習を切り口として
検証していきたい。



・挨拶の励行

・「あそべ」の取組の推進
（あ…あいさつ，そ…そう
じ，　べ…べんきょう）
・生徒会を中心にした挨
拶の励行

・自発的な挨拶の実施状
況

・対人関係，コ
ミュニケーション
指導の充実

・ケース会議の充実
・言語聴覚士，情報教育
専門家との相談
・言語聴覚士２名配置の
体制にする

・言語聴覚士，情報教育
専門家の活用状況

・性教育の推進 ・性教育の実施 ・性教育の実施状況 ⇒ ⇒

・環境教育の推
進

・緑のカーテン
・桂坂統一クリーンデー呼
応清掃活動
・ユニットにおける授業の
充実
・グラウンドの芝生の維
持，管理

・緑のカーテンの取組状
況
・ユニットにおける「環境」
に関する授業の実施状況
・生徒による芝の手入れ
の取組状況

・健康管理の徹
底

・医療的ケア検討委員会
の実施
・登校時の消毒運動
・感染予防教室の設置

・医療的ケアの実施状況
・登校時の消毒運動の実
施状況
・感染予防教室の利用状
況

・安全管理の徹
底

・トイレに低床ベッドを設
置
・ケアルームの設置
・スクールバス乗務員へ
の研修実施

・低床ベッドの活用状況
・ケアルームの活用状況
・スクールバス乗務員へ
の研修状況

・体力の向上
・部活動
・スポーツ大会への参加

・部活動の充実状況
・スポーツ大会への参加
状況

⇒ ⇒

・自立活動の充
実

・身体の学習 ・身体の学習の実施状況

・防災，安全教
育の推進

・避難訓練
・緊急時シミュレーション
・防犯研修
・交通安全教室

・避難訓練，緊急時対応
訓練の実施状況

・健康観察や体力向上を
図る取組などについて
は，確実に実施し，情報
共有を図れている。
・毎朝，生徒会の生徒が・
校してくる児童生徒の手
にアルコール消毒を行う
「消毒運動」に取り組んで
いる。
・感染予防教室について
は，４月当初にインフルエ
ンザが流行した時期に１
名の生徒が利用した。
・今年度も，高等部のス
ポーツ部の取組や各ス
ポーツ大会への参加状況
も良好であり，活発な活動
ができている。
・ＰＴ・ＯＴ等の外部専門家
との活用については，支
援部を中心に各学部と連
携し取り組むことができて
いる。
・災害時や緊急時の対応
について，緊急時対応マ
ニュアルを作成し教職員
の共通理解を図ってい
る。

・基本的生活習慣の確立
については，生徒指導とも
連携し，保護者理解を得
ながら取り組んでいく。
・登校時の消毒運動につ
いては，感染症の流行に
関係なく，年間を通して毎
日実施する。
・感染予防教室について
は，校区や校内の感染症
の流行に合わせ，必要に
応じて随時，開設していき
たい。
・トイレ介助が必要な児童
生徒について，教職員へ
の身体への負担だけでな
く，児童生徒の行動特性
を踏まえ，二人体制でトイ
レ介助する必要のある児
童生徒のリストアップを行
い，指導体制を整える。，
・児童生徒の運動時間の
確保，健康の維持増進に
引き続き取り組む。
・安全，防災，緊急時対応
について，管理職の役割
を明確にし，再確認を行
う。また，若年教員への研
修を充実させる。

・学校運営協議会におい
て，「安全・防災・緊急時
対応」について熟議を行
い，下記のようなご助言を
いただいた。
・PTAが災害用備蓄物品
としてリッツを備蓄されて
いるが，リッツは余分に水
分が必要になるのであま
り適さないのではないか，
また，全ての子どもさんが
食べられないのではない
か。各家庭に災害用備蓄
物品を持たせてもらって
保管するなどの方法も検
討してはどうか。
・最近のトイレは全て電子
化されており，手動で排水
できないものもある。そう
なると，バケツで水を入れ
ても排水できないので災
害時に使えない。事前に
確認をしておいた方が良
い。
・国道９号線は，災害時に
緊急車両等の通行道路に
なる。９号線を車が走れる
状況であっても，一般車
両は３日ほどは通行でき
ないと聞いている。

・始業式，終業式や全校
集会において，学校長
が，「あそべ」の励行につ
いて，全校児童に話をして
いる。
・毎朝，生徒会の生徒が
積極的に各学部の児童生
徒に挨拶するなど，生徒
会による挨拶励行は毎日
実施されている。
・今年度も緑のカーテンに
取り組んだ。
・春と秋に実施される桂坂
統一クリーンデーの呼応
清掃活動として，児童生
徒による清掃，教職員に
よる清掃に取り組んでい
る。
・各学部の授業において，
「お掃除ユニット」，「洗濯
ユニット」，「リサイクルユ
ニット」等を編成し，環境・
衛生にかかわる内容の学
習に取り組んでいる。
・高等部２年生の学年ユ
ニットが，芝刈りに取り組
んでいる。

・自分なりの方法で，自分
から挨拶できる児童生徒
が増えつつある。

・言語聴覚士については，
今年度より２名体制にし
た。言語聴覚士や情報教
育専門家と連携し，構音
指導，言葉の学習やICT
機器を活用したコミュニ
ケーション指導について
充実が図られている。
・性教育の実施について，
さまざまな場面で相談さ
れ，「生と性に関する授
業」が行われるようになっ
てきている。

・緑のカーテンの取組で
は，今年度も，高等部生
徒が役割を分担し，水や
り等自主的に取り組むこと
ができた。
・冬芝のオーバーシードに
おいては，高等部のワー
クスタディの生徒全員が
「働く」学習として取り組ん
でいる。

・挨拶の励行は，言語指
導・コミュニケーション指導
と平行して，言語聴覚士と
も連携し，積極的に推進し
ていく。
・「できます授業研究会」
において，言語聴覚士や
情報教育専門家の意見
や助言も取り入れる等，
専門的な視点を踏まて，
対人関係やコミュニケー
ション指導の充実を図る。

・性教育については，性教
育に関する各学部・学年
ごとの年間指導計画を作
成し，さらに充実を図る。

・高等部２年生による芝刈
りについては，毎週，火曜
日に取り組んでいる。今
後も継続的に取り組んで
いく。

・学校へ訪問するたび，大
きな声で気持ちよく挨拶を
してくれる児童生徒が多
い。

・地域の各種団体の関係
者は，総合支援学校の子
どもさんのことや取組を随
分とわかるようになってき
たと思う。地域の一般の
人にもわかってもらえるよ
うな活動をもっとしてほし
い。

・学校がいつもきれいに整
備されており，芝生グラウ
ンドや緑のカーテン，簡易
ミストなど，自然に優しい
教育環境も整っている。

・医療的ケア検討委員会
を随時，開催し，学校医や
主治医の意見を参考にし
ながら，児童生徒の健康・
安全管理に努めている。

・スクールバス乗務員を対
象に，障害理解などの研
修を実施。

・京都市リハビリテーショ
ンセンターより，毎月１回，
ＰＴ（理学療法士）・ＯＴ（作
業療法士）に来校していた
だき，身体の学習に関す
る助言をいただいている。
・訓練等実施状況
　避難訓練　２回／年，
　緊急時シミュレーショ
　ン　３回／年
　防犯研修　１回／年，
　交通安全教室　１回／
年
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・学校運営協議
会の充実

・学校運営協議会主催事
業の実施状況，熟議と協
働の内容。

・家庭，学校，
地域の双方向
の援助による
教育の推進

・連絡帳記載事項や参観
日の保護者アンケート ⇒ ⇒

・外部専門家配
置事業による
総合支援学校
のセンター機能
の充実

・言語聴覚士等の外部専
門家による公開研修会の
実施状況
・小中学校におけるタブ
レット型端末を活用した専
門家による直接支援の状
況
・育支援センターへの相
談における外部専門家の
活用状況

・学校施設の開放につい
ては，障害のある方の加
盟されている団体を対象
に，グラウンド・体育館・生
活学習室を開放している。
・学校運営協議会を年間
４回開催し，保護者・地
域・関係機関等の協力を
得ながら，学校運営協議
会主催事業として，「校区
地域子交流会」，「芝生ま
つり」等，様々な取組を実
践している。
・育支援センターのこれま
での小中学校への支援内
容は，主にアセスメント等
の相談や情報提供にとど
まっていた。今回の事業
では，PT・ST等の専門家
による小中学校へのサ
ポート体制を充実し，小中
学校在籍者へのより直接
的で個別の指導・支援の
実現をめざす。

・学校運営協議会の基本
方針を「学校から地域へ，
地域から学校へ －双方
向の援助による新たな
「地域」の創造－」と設定
し，「市民ぐるみ・地域ぐる
みの学校づくりを推進す
る」「地域と協働・連携し，
子どもたちのキャリアアッ
プを支援する」「障害のあ
る子どもの『学び』と『育
ち』を支える地域づくりを
推進する」の３点をねらい
として，学校運営協議会で
の検討内容が学校支援
活動に繋がるよう取組を
進めている。
・わくわくクラブは，校区の
川岡小学校を会場として，
月２回開催している。
・にこにこクラブと子育て
支援窓口　西の風は，こ
れまでに２回実施した。
・サマースクールは，７月
１９日～７月２１日の３日
間実施した。
・芝生まつりは１０月２２日
（土），校区地域交流会は
１０月１２日（水）に実施予
定である。

・校区の小・中学校を会場
として，言語聴覚士による
公開研修会を５回，実施
する。

地域との双方向の援助及
び協働により，それぞれ
の人が自分の役割に応じ
て学校運営に参画するコ
ミュニティ・スクールを目指
し，学校運営協議会にお
いて「学校評価・管理プロ
ジェクト」，「キャリアアップ
支援プロジェクト」，「地域
とともにプロジェクト」の３
事業を展開している。
①学校評価・管理プロジェ
クト … 学校に対する地域
からのニーズを踏まえた
教育活動や地域と連携し
た実践事業について計
画，実行，検証。
②キャリアアップ支援プロ
ジェクト… 子どもの「でき
る」を活かす教育の推進
と，地域での生活を豊か
にするための学習展開の
支援。
③地域とともにプロジェク
ト… 障害のある児童生徒
にとっての身近な生活の
場単位での「学びと育み
の場づくり」をめざす地域
活動を推進。

・児童館にも巡回し，合同
研修会等を実施している。

・前期，小学校の育成学
級を対象にタブレット型端
末を活用した外部専門家
による直接支援を実施し
た。
・前期，３回の公開研修会
を実施した。毎回，３０名
を超える参加者がある。

地域の方への障害のある
子どものことや総合支援
学校の取組を発信するこ
とについては，「わくわくク
ラブ」，「にこにこクラブ」，
「サマースクール」，「芝生
まつり」，「子育て支援窓
口　西の風」，「校区地域
交流会」などの取組の充
実や新たな取組につい
て，学校運営協議会に置
いて熟議を深める。

・公開研修会やタブレット
型端末を使った直接支援
など，外部専門家を活用
することにより，センター
機能の充実を図る。

独
自
の
取
組


